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　また，同防災研究所君の伊藤芳樹，気象研究所の花房

龍男氏とからは，いろいろ実りある意見をいただいた．

MEMによるスペクトル解析は，当研究所公害1部2課

の中田喜三郎氏の好意によるものである．ドットプリン

タによる濃淡図のプログラムは当研究所の大場重美電計

室長の作成によるものである．以上の方々の好意をここ

に記して謝意を表わす．
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